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─ 

回
答
者
数
29
名
（
男
12
・
女
17
） ─

Q
１　

あ
な
た
は
現
在
、
大
蔵
村
に
住
ん

で
い
ま
す
か
？

　

住
ん
で
い
る
・
・
・
・
・
・
・
・
6
人

　

住
ん
で
い
な
い
・
・
・
・
・
・
・
23
人

Q
２　

あ
な
た
は
今
後
、
大
蔵
村
に
住
み

（
続
け
）
た
い
で
す
か
？

ア
．
是
非
住
み
た
い
・
・
・
・
・
・
5
人

◦
住
み
慣
れ
て
い
る
、
過
ご
し
や
す
い

◦
い
ず
れ
親
の
仕
事
を
し
た
い
か
ら

◦
好
き
だ
か
ら

◦
置
い
て
き
た
も
の
が
多
い

イ
．
出
来
れ
ば
住
み
た
い
が
住
め
な
い
だ

ろ
う
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
7
人

◦
結
婚
し
た
ら
夫
の
実
家
に
い
た
い

◦
世
界
進
出
す
る
か
ら

◦
仕
事
の
た
め

◦
交
通
の
便
が
悪
い

◦
三
男
だ
か
ら

ウ
．
あ
ま
り
考
え
て
い
な
い
・
・
・
17
人

◦
仕
事
を
続
け
た
い
か
ら

◦
就
職
は
関
東
に
し
た
い
か
ら

◦
仕
事
が
村
に
無
い
か
ら

◦
東
京
だ
か
ら

◦
転
居
し
た
か
ら

◦
不
便
が
多
い

◦
運
命
に
任
せ
ま
す

◦
考
え
て
い
な
い

◦
迷
っ
て
い
る
か
ら

エ
．
出
来
れ
ば
住
み
た
く
な
い
が
住
む
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
・
・
・
・
・
・
0
人

オ
．
絶
対
に
住
み
た
く
な
い
・
・
・
0
人

Q
３　

成
人
と
な
り
こ
れ
か
ら
や
っ
て
い

き
た
い
こ
と
（
夢
）
は
な
ん
で
す
か
？

◦
自
立
し
て
生
活
す
る
こ
と

◦
成
人
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
人
間
に

な
る

◦
名
を
馳
せ
る
！

◦
旅
す
る
！

◦
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

◦
夢
を
叶
え
る

◦
カ
ー
ド
ゲ
ー
マ
ー
の
頂
点

◦
資
格
を
取
る

◦
就
職
、
し
っ
か
り
働
く

◦
夢
は
看
護
師
、
公
務
員

◦
海
外
に
住
み
た
い

◦
結
婚
し
て
素
敵
な
家
庭
を
築
く

Q
４　

大
蔵
村
の
好
き
な
と
こ
ろ
・
嫌
い

な
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
ど
ん
な
と
こ
ろ
で

す
か
？

●
好
き
な
と
こ
ろ

◦
自
然
が
豊
か
で
き
れ
い
な
と
こ
ろ

◦
平
和
な
と
こ
ろ

◦
住
み
や
す
い
と
こ
ろ

◦
落
ち
着
く
と
こ
ろ

◦
ト
マ
ト

◦
人
が
い
い

●
嫌
い
な
と
こ
ろ

◦
交
通
の
不
便
さ

◦
駅
が
な
い

◦
買
い
物
を
す
る
と
こ
ろ
が
な
い

◦
コ
ン
ビ
ニ
が
な
い

◦
田
舎
す
ぎ
る

◦
雪
が
多
い
、
虫
が
多
い

◦
な
に
も
な
い
と
こ
ろ

Q
５ 

大
蔵
村
に
今
一
番
必
要
だ
と
思
う

も
の
は
な
ん
で
す
か
？

◦
若
い
人
、
こ
ど
も
、
美
人

◦
発
展
、
活
気

◦
駅
（
交
通
機
関
の
充
実
）

◦
電
車

◦
多
機
能
な
施
設

◦
コ
ン
ビ
ニ

Q
６ 
も
し
あ
な
た
が
大
蔵
村
の
村
長
だ

っ
た
ら
ど
ん
な
村
を
つ
く
っ
て
い
き
ま

す
か
？

◦
平
和
な
村

◦
住
み
や
す
い
村

◦
素
敵
な
村

◦
野
菜
が
有
名
な
村
に
す
る

◦
笑
顔
が
絶
え
な
い
村

◦
楽
し
く
て
、
だ
れ
も
が
住
み
や
す
い
村

◦
便
利
を
よ
く
し
た
い

◦
住
み
や
す
い
村

◦
み
ん
な
住
み
や
す
い
元
気
な
村

◦
人
の
多
い
村

◦
美
し
い
村

◦
行
事
が
多
く
て
に
ぎ
や
か
な
村

◦
こ
ど
も
の
多
い
村

◦
い
ま
の
ま
ま
の
自
然
を

▲代表で記念品を受取る
小野莉奈さん（比良稲沢）

▶
当
日
は
10
歳
を
迎
え
る
大
蔵
小
４

年
生
の「
２
分
の
１
成
人
式
」も
同
時

に
開
催
さ
れ
、成
人
を
迎
え
た
お
兄

さ
ん
お
姉
さ
ん
へ
激
励
の
歌
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

▲力強い誓いのことばを述べた
滝沢卓さん（赤松）

ご成人おめで　とうございます

　今年度成人を迎えられる皆さんは、村
内の中学校が一つに統合した初年度の卒
業生でもあります。
　成人式には、大蔵中学校３年生の時の
担任を受け持った天野岳彦先生が、お祝
いに駆けつけてくださいました。

　ご成人おめでとうございます。
　懐かしい顔ぶれと再会し、中学校時
代のことがつい先日のことのように思
えてきました。これからも夢に向かっ
て一歩ずつたくましく突き進んでくだ
さい。
　「七転び八起き」
常に挑戦の気持ち
を忘れずに、がん
ばれ！

― 第66回大蔵村成人式 ―

なつかしい中学時代・・・

恩師からの激励

　

8
月
14
日（
木
）、
第
66
回
成
人
式
が
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
大
蔵
村
で
今
年
新
成
人
を
迎
え
た
の
は
、
平
成
６
年
度
生
ま

れ
で
、
平
成
21
年
度
に
大
蔵
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
33
名
の
皆
さ
ん

で
す
。
当
日
の
式
に
は
、
そ
の
う
ち
の
29
名
が
出
席
し
、
女
性
は
華

や
か
な
浴
衣
や
ド
レ
ス
姿
、
男
性
は
凛
々
し
い
ス
ー
ツ
姿
で
、
久
し

ぶ
り
に
会
う
友
人
と
の
話
に
花
を
さ
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

進
学
や
就
職
な
ど
で
村
を
離
れ
て
暮
ら
す
若
者
の
割
合
が
増
え
て

い
る
今
日
、
新
成
人
は
生
ま
れ
育
っ
た
大
蔵
村
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
、

ま
た
、
将
来
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
17
年
か
ら
継
続
し
て
い
る
新
成
人
ア
ン
ケ
ー
ト
を
今
年
も
実

施
し
、
村
に
対
し
て
の
思
い
を
探
り
ま
し
た
。

▲受付や接待など、式の運営を支えてくれた
高校生ボランティア「ぎゃらくと」の皆さん

主な出来事主な出来事

新成人が生まれた
平成6年度はこんな年でした！

新成人が生まれた
平成6年度はこんな年でした！

― 大蔵村の主な出来事 ―
○カルデラ温泉館オープン（4月25日）
― 日本・世界の主な出来事 ―

◎リレハンメル冬季オリンピック開催
◎日本人女性初の宇宙飛行士向井千秋
　さんがコロンビアで宇宙へ
◎関西国際空港開港



　

８
月
２
日（
土
）、
豊
牧
地
区
の
棚
田
で
、

四
ヶ
村
棚
田
ほ
た
る
火
コ
ン
サ
ー
ト
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
村
内
外
か
ら

約
１
，
５
０
０
名
も
の
方
が
訪
れ
、
幻
想

的
な
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

ほ
た
る
火
は
、
空
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

利
用
し
、
ろ
う
そ
く
を
立
て
て
提
灯
を
こ

し
ら
え
、
そ
の
提
灯
を
棚
田
一
枚
一
枚
の

あ
ぜ
道
に
立
て
て
火
を
灯
し
た
も
の
で
す
。

今
年
も
約
１
，
２
０
０
本
の
ほ
た
る
火
が

棚
田
に
灯
り
ま
し
た
。

　
「
日
本
の
棚
田
百
選
」
に
も
認
定
さ
れ

た
四
ヶ
村
の
美
し
い
棚
田
を
た
く
さ
ん
の

方
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
四
ヶ
村
棚
田

保
存
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
み

始
め
た
ほ
た
る
火
ま
つ
り
は
平
成
16 

年

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
18
年
か
ら

は
オ
カ
リ
ー
ナ
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
加
わ
り
、

現
在
は
実
行
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
今

年
で
９
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

世
界
的
に
活
躍
す
る
オ
カ
リ
ー
ナ
奏
者

大
沢
聡
さ
ん
グ
ル
ー
プ
の
演
奏
が
始
ま
る

と
、
澄
み
き
っ
た
オ
カ
リ
ー
ナ
の
や
さ
し

い
音
色
が
棚
田
の
山
間
に
響
き
渡
り
、
来

場
者
の
皆
さ
ん
は
ゆ
っ
た
り
と
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
大
蔵
中
１
年
生
７

名
の
皆
さ
ん
も
オ
カ
リ
ー
ナ
で
「
ふ
る
さ

と
」
等
を
共
演
し
ま
し
た
。

　

日
暮
れ
と
と
も
に
、
ほ
た
る
火
の
灯
り

は
一
層
光
を
放
ち
、
あ
た
り
を
温
か
く
彩

り
ま
し
た
。

　

８
月
９
日（
土
）、
大
蔵
村
「
納
涼
花
火

大
会
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
す

っ
か
り
夏
の
風
物
詩
に
定
着
し
た
こ
の
花

火
大
会
は
今
年
で
31
回
目
を
迎
え
、
村
内

外
か
ら
約
３
，
０
０
０
人
も
の
見
物
客
が

集
ま
り
、
約
２
，
０
０
０
発
の
花
火
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な
っ
た
当
日
で

し
た
が
、
夜
の
花
火
大
会
を
盛
り
上
げ
よ

う
と
、
日
中
に
は
、
Ｏ
ｈ
！
蔵
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ

Ｔ
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
ダ
ン

ス
の
披
露
や
大
蔵
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ

る
演
奏
が
中
央
公
民
館
集
会
場
で
行
わ
れ
、

観
客
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
旧
消
防
分
署
前
の
広
場
で
は
、

村
の
特
産
品
な
ど
豪
華
商
品
が
当
た
る
恒

例
の
大
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の

人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

あ
た
り
が
う
す
暗
く
な
る
と
心
配
さ
れ

た
天
候
も
回
復
し
、
い
よ
い
よ
午
後
７
時

半
に
打
ち
上
げ
が
始
ま
り
ま
し
た
。
時
折

小
雨
が
ぱ
ら
つ
く
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

豪
華
絢
爛
ス
タ
ー
マ
イ
ン
に
迫
力
満
点
の

尺
玉
、
子
ど
も
の
誕
生
を
祝
う
赤
ち
ゃ
ん

号
な
ど
の
記
念
花
火
が
次
々
と
夜
空
を
彩

る
と
、
訪
れ
た
人
は
歓
声
を
あ
げ
て
見
上

げ
て
い
ま
し
た
。

小
雨
降
る
夜
空
に
咲
い
た

２
，０
０
０
発
の
花
火
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▲可愛らしく、また大人顔負けのかっこいいダンスを披露♪

▲多彩な音色で、素敵な演奏を披露してくれました♪

▶
大
抽
選
会
は
た
く
さ
ん
の

人
で
賑
わ
い
ま
し
た

大
蔵
村 

納
涼
花
火
大
会

第31回

棚田に灯るほたる火と、オカリーナのやさしい音色…

四ヶ村棚田　ほたる火コンサート



広報	 平成26年 9 月　No.661

7

広報

6むら美しく・人いきいき・キラリおおくら

村営学習教室「未来塾」
はじまりました！

いつまでもきれいな川を
残していこう

　 7 月26日（土）、中央公民館において村の学習教室
「未来塾」の開塾式が行われました。子ども達の学習
意欲を高め一層の学力向上を図ることで人材育成に
つなげようと、村が開設して今年で 2 年目になりま
す。今年は、中学生に加えて対象者を小学 5・6 年生
にも拡大し、中学生は英語と数学の 2 科目を、小学
生は算数を受講します。中学生46名が参加した開塾
式では、塾生を代表して早坂朱里さん（肘折）が、「一
生懸命勉強します」と受講に向けた意欲を語ってい
ました。

　 8 月10日（日）、四ヶ村地区の赤松川上流の 2 ケ所
で、ヤマメの放流が行われました。これは、地域の
活性化と農村環境資源の保全のために毎年実施して
いるもので、地元の小中学生が参加して約600匹が放
流されました。お盆の帰省客にも釣りやヤマメの観
察などで楽しんでもらえるよう、１匹１匹大切に放
流していました。

シルバーの皆さんが
植木の剪定ボランティア

花火大会を前に道路をきれいに

　 8 月 7 日（木）、新庄・最上地域シルバー人材セン
ター大蔵班（班長：信田昭吉氏（合海））の皆さんから、
中央公民館の植木の剪定・整枝ボランティアを行っ
ていただきました。１日がかりの丁寧な作業により、
植木は見栄えがよくとてもきれいに整いました。あ
りがとうございました。

　 8 月 6 日（水）、花火大会を前に、村外から多数の
見物客が訪れる合海地区石名坂周辺をきれいにして
迎えようと、村職員によるごみ拾いと草刈の早朝ボ
ランティアが行われました。道路両脇の草が刈られ、
見晴らしが良くなり、とてもきれいな村の玄関口と
して見物客を迎えることができました。

あかりを灯して、待ってます ちょっとの勇気を出して
やってみよう

水曜どうでしょう
東北キャラバン in 肘折

みんなで〝マックロ〟赤松の暑い夏！
熱闘！「どろんこバレー」

　 8 月 7 日（木）、北海道テレビ放送の人気番組「水
曜どうでしょう」で企画された東北キャラバンが肘
折いでゆ館前広場で開催されました。
　県内では唯一大蔵村が会場に選ばれ、当日は猛暑
にも関わらず、家族連れや友人同士など県内外から
ファン1,000人以上が訪れました。会場では写真撮影
会や記念グッズ販売などが行われ、大いに賑わって
いました。

　 8 月 3 日（日）、赤松生涯学習センター裏の田んぼ
に作られた特設コートにおいて、「どろんこバレー赤
松大会」が開催されました。 6 回目となる今大会に
は、遠くは栃木県からの参加もあり、総勢14チーム
70名が参加。全身泥だらけでダイビングレシーブな
ど果敢なプレーを繰り広げる選手の姿に、会場は歓
声や拍手で沸いていました。激闘を制し、山形市か
ら参加の「ドロゴンボールZ」が優勝しました。

　肘折温泉と東北芸術工科大学が共同で開催するア
ートプロジェクト「ひじおりの灯」が、 7 月26日

（土）から始まりました。 8 年目となる今年は、大学
院生と卒業生有志が制作した34の灯籠が旅館・商店
の玄関前に設置されました。夕方、灯りが灯される
と灯籠絵はくっきりと浮かび上がり、夏の夜の温泉
街を幻想的に彩りました。 9 月15日（月）まで開催さ
れていますので、ぜひご覧ください。

　 7 月23日（水）、中央公民館においてボランティア
研修会が開催されました。ボランティア活動の理解
から実践へとつなげ、ひいては地域の福祉力の向上
を目指そうと、村社会福祉協議会が主催したもので
す。山形県社会福祉協議会の渡邉陽先生を講師に迎
え、約40名が参加者して、グループに分かれ地域の
身近な課題を掘り起こしながら、解決にはどんなこ
とができるのか熱心に話し合っていました。
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全
員
、小
さ
な

 

「
達
人
」
に

　
　なり
ま
し
た
！

全
員
、小
さ
な

 

「
達
人
」
に

　
　なり
ま
し
た
！

おおくら葉山塾おおくら葉山塾
夏休み小学生自然体験事業

　
（
先
月
号
よ
り
続
き
）

　

合
海
の
故
伊
藤
熊
三
郎
氏
（
明
治
三
十
六
年

～
昭
和
六
十
一
年
）
は
、
合
海
の
昔
に
つ
い
て
、

自
分
の
体
験
や
研
究
、
古
老
の
口
伝
と
し
て
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
「
大
正
二
年
（
一
九
一
三
年
）、
自
分
は
十
歳

だ
っ
た
。
最
上
川
の
大
洪
水
に
よ
り
、
清
水
・

合
海
は
皆
水
没
し
た
。
急
な
洪
水
だ
っ
た
の
で
、

上
流
か
ら
流
さ
れ
て
く
る
橋
梁
、
住
宅
が
お
び

た
だ
し
く
、
逃
げ
る
間
も
な
く
屋
根
の
上
や
煙

出
し
か
ら
助
け
を
求
め
る
者
多
く
あ
り
、
救
い

舟
が
活
躍
し
た
の
を
戦
慄
な
が
ら
目
に
浮
か
ぶ
。

　

大
正
十
年
、
昭
和
五
年
、
十
三
年
、
そ
し
て

十
九
年
と
洪
水
は
続
い
た
が
、
忘
れ
ら
れ
な
い

の
は
、
二
十
三
年
の
洪
水
で
あ
る
。
そ
の
時
は
、

丁
度
母
が
病
死
し
た
時
に
水
上
が
り
で
、
八
月

と
い
う
に
寒
い
風
の
日
だ
っ
た
。
早
目
に
入
棺

を
済
ま
せ
、
墓
地
の
所
の
火
葬
場
へ
行
く
た
め

に
棺
を
背
負
っ
て
濁
流
を
か
ろ
う
じ
て
渡
り
切

っ
た
が
、
実
に
悲
惨
な
葬
式
で
あ
っ
た
。」

　

古
老
の
口
伝
に
、
最
上
川
は
洪
水
の
た
び
に

変
流
し
、
当
時
の
本
流
は
今
と
全
く
違
い
、
清

水
の
川
原
前
（
小
字
）
辺
り
か
ら
山
手
の
方
を

流
れ
、
現
合
海
の
東
側
を
南
か
ら
北
流
し
、
明

土
、
天
狗
、
鶴
の
子
と
流
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、

宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
年
～
一
七
六
三
年
）
頃

に
も
最
上
川
中
流
域
は
大
い
に
変
わ
り
、
清

水
・
合
海
の
本
流
は
、
川
原
前
、
堀
川
、
春
日

を
流
れ
、
合
海
の
集
落
の
西
側
を
流
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
清
水
・
合
海
の
人
家
を
守
る
た
め
、

家
の
す
ぐ
後
ろ
を
清
水
の
仙
台
屋
さ
ん
付
近
か

ら
合
海
外
れ
の
金
刀
比
羅
神
社
の
と
こ
ろ
ま
で
、

今
の
大
き
な
堤
防
と
は
比
べ
よ
う
も
な
い
低
い

堤
防
が
造
ら
れ
た
。
そ
の
時
、
堀
川
に
あ
っ
た

人
家
や
一
念
寺
・
法
含
寺
の
寺
院
も
堤
防
の
内

側
に
移
動
し
た
。（
後
に
堀
川
か
ら
は
、
開
田

の
時
に
大
量
の
墓
石
が
出
て
き
た
。）

　

最
上
川
の
本
流
が
度
々
変
化
す
る
と
、
流
れ

を
安
定
さ
せ
た
り
、
舟
運
の
便
を
図
る
た
め
に

人
工
的
に
川
を
掘
る
作
業
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が

大
変
な
作
業
で
、
大
き
な
イ
カ
ダ
を
組
ん
で
堅

い
木
材
を
選
ん
で
、
そ
れ
を
削
っ
て
イ
カ
ダ
に

立
て
、
水
流
の
力
と
大
勢
の
人
の
力
で
下
流
に

流
し
な
が
ら
川
を
掘
る
と
い
う
大
掛
か
り
な
も

の
で
あ
っ
た
。
一
日
数
回
そ
れ
を
繰
り
返
し
川

を
掘
れ
ば
、
土
砂
な
ど
は
た
ち
ま
ち
に
流
れ
た

と
い
う
。（
堀
川
の
地
名
の
起
こ
り
。）

　

天
保
年
間
（
一
八
三
〇
年
～
一
八
四
三
年
）

の
大
洪
水
の
時
に
も
本
流
は
更
に
西
側
に
移
動

し
、
ほ
ぼ
現
在
の
形
態
を
成
し
た
と
い
う
。
そ

の
後
、
明
治
時
代
に
な
っ
て
治
水
の
た
め
の
石

材
を
用
い
た
護
岸
工
事
や
沈
床
工
事
が
さ
れ
た

が
、
今
の
よ
う
な
堤
防
が
な
か
っ
た
の
で
、
大

水
の
度
に
人
家
や
田
畑
に
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
。	

（
次
号
に
続
く
）

　
「
か
ら
す
の
ぱ
ん
や
さ
ん
」
に
40

年
ぶ
り
続
き
の
お
話
４
部
作
が
登
場
。

ぱ
ん
や
さ
ん
の
４
羽
の
子
ど
も
達
が

大
き
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
の
ひ

と
り
オ
モ
チ
く
ん
が
主
役
で
、
人
気

の
お
そ
ば
や
さ
ん
に
な
る
ま
で
の
お

話
。
い
ず
み
が
も
り
の
は
ず
れ
に
あ

る
白
い
畑
に
た
ど
り
つ
い
た
オ
モ
チ

く
ん
。
そ
れ
は
そ
ば
の
花
で
し
た
。

オ
モ
チ
く
ん
は
、
早
速
そ
ば
の
作
り

方
を
習
い
ま
す
。
作
っ
た
手
打
ち
そ

ば
の
美
味
し
い
こ
と
！
こ
ん
な
に
美

味
し
い
な
ら
お
店
を
作
っ
て
…
。
そ

こ
で
オ
モ
チ
く
ん
は
、
お
そ
ば
や
さ

ん
を
開
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ぱ
ん

や
さ
ん
同
様
に
た
く
さ
ん
の
麺
の
メ

ニ
ュ
ー
が
登
場
し
ま
す
！

※
中
央
公
民
館
で
借
り
ら
れ
ま
す
。

　

読
み
聞
か
せ
時
間
「
12
分
」。

作

　か
こ

　さ
と
し

「
か
ら
す
の

　
　そ
ば
や
さ
ん
」

写
真
と
史
料
で

　振
り
返
る
我
が
大
蔵
村

写
真
と
史
料
で

　振
り
返
る
我
が
大
蔵
村

清
水
・
合
海
に
お
け
る

　
　
　
　
　水
害
に
つ
い
て
⑤

文
・
文
化
財
保
護
委
員

　熊
谷 

勝
保

第
115
回

　

７
月
25
日（
金
）か
ら
27
日（
日
）

に
か
け
て
、
大
蔵
小
学
校
５
・
６

年
生
14
名
が
参
加
し
て
、「
お
お

く
ら
葉
山
塾
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
村
に
暮
ら
す
優
れ
た

知
恵
や
技
を
携
え
た「
達
人
」た
ち

に
学
ぶ
自
然
体
験
事
業
を
通
じ
て
、

子
ど
も
た
ち
の
自
然
に
対
す
る
価

値
観
や
感
性
、
郷
土
へ
の
愛
着
心

を
養
い「
生
き
る
力
」を
育
む
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
、
今
年
で
17

回
目
を
迎
え
ま
す
。
肘
折
の
祓は

ら
い
が
わ川

下
流
を
拠
点
と
し
て
キ
ャ
ン
プ
を

行
い
、子
ど
も
た
ち
は
、志
賀
山
登

山
や
川
遊
び
な
ど
様
々
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
、ふ
る
さ
と
の
自
然
と
向
き

合
い
、
多
く
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
３
日
間
、
12
名
の「
達
人
」

か
ら
木
工
や
魚
捕
り
な
ど
の
知
恵

や
技
術
を
学
び
交
流
し
な
が
ら
、

ふ
る
さ
と
の
豊
か
な
自
然
を
相
手

に
体
当
た
り
で
挑
戦
し
奮
闘
し
た

子
ど
も
た
ち
。
つ
ら
か
っ
た
事
や

大
変
だ
っ
た
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
以
上
に
多
く
の
も
の
を
学
び

感
じ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
後
も「
達
人
」か
ら
学
ん
だ
こ

と
を
忘
れ
ず
、
そ
し
て「
ふ
る
さ

と
」を
誇
り
に
、
次
の「
達
人
」と

し
て
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願

い
ま
す
。

み
ん
な
で
モ
ン
テ
を
応
援
し
よ
う
！
９
／

20
㈯ 

VS 

京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
．Ｃ
．	

13
時 

キ
ッ
ク
オ
フ

９
／

28
㈰ 

VS 

カ
マ
タ
マ
ー
レ
讃
岐	

16
時

Ｎ
Ｄ
ソ
フ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム

山
形
へ
!

○月～金　8：30～16：15
 【相談員対応　9：00～16：15】 

○土、日、祝、年末年始は休�み
○電子メール、ＦＡＸは、24時間
受付けています

E-mail：yshogaku@pref.yamagata.jp
ＦＡＸ：023－630－2874
☆子育ての悩みを１人で抱えず、お話し
下さい。相談員が一緒に考えます。
☆相談の秘密は守ります。 
　子どもからの相談にも応じます。　 

�問合せ先 �
　県教育庁文化財・生涯学習課
　生涯学習振興室　☎023-630-2872

家庭教育電話相談のご案内 ───

ふれあいほっとライン
（023）630-2876
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お
詫
び
と
訂
正

　

8
月
号（
８
月
１
日
発
行
6
6
0
号
）

５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
地
区
中
総
体（
陸

上
）の
結
果
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　

３
位　

女
子
2
年
1
0
0
ｍ

髙
山
み
の
り

　

３
位　

女
子
共
通
砲
丸
投長

南　

優
香

（単位:μSv/h）

�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

８
月
の
日
誌

２
日
㈯	
◦
四
ヶ
村
棚
田
ほ
た
る
火
コ
ン
サ
ー
ト

	
◦
ふ
る
さ
と
味
来
館
夏
祭
り

３
日
㈰	

◦
ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー
大
会

９
日
㈯	

◦
第
31
回
納
涼
花
火
大
会

14
日
㈭	

◦
第
66
回
大
蔵
村
成
人
式

16
日
㈯
・
17
日
㈰
・
20
日
㈬

	

◦
肘
折
温
泉
湯
坐
神
社
祭

22
日
㈮	

◦
大
蔵
小
学
校
水
泳
記
録
会

９
月
の
予
定

９
月
15
日
㈪
ま
で

	

◦
ひ
じ
お
り
の
灯

５
日
㈮	

◦
沼
の
台
・
肘
折
保
育
所
合
同
運
動
会

６
日
㈯
・
20
日
㈯

	

◦
温
泉
療
養
相
談

７
日
㈰	

◦
河
川
清
掃

	

◦
大
蔵
村
総
合
防
災
訓
練

７
日
㈰
・
14
日
㈰
・
15
日
㈪

	

◦
村
内
各
地
区
敬
老
会

９
日
㈫
～
12
日
㈮

	

◦
９
月
定
例
議
会

10
日
㈬	

◦
行
政
相
談

13
日
㈯	

◦
大
蔵
村
保
育
所
運
動
会

18
日
㈭	

◦
平
成
27
年
度
入
学
予
定
児
童

就
学
時
健
康
診
断

世帯数	 1,105戸	 （1,115戸）
　人口	 3,615人	 （3,690人）
　　男	 1,767人	 （1,789人）
　　女	 1,848人	 （1,901人）
　出生	 男 4人	 女 5人	 計 9人
　死亡	 0人	 1人	 1人
　転入	 2人	 2人	 4人
　転出	 5人	 1人	 6人

※平成26年7月末現在　（　）内は昨年同期

夜
間
・
休
日
応
急
診
療
所

　

新
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
開
設

　

新
庄
市
夜
間
休
日
診
療
所

☎
29−

6
3
0
0

◦
診
療
科
目　

内
科
・
小
児
科

◦
診
療
時
間

夜
間
診
療

【
月
〜
土
曜
】
19
時
〜
21
時
30
分

休
日
診
療

【
日
曜
･
祝
日
・
12
／
31
〜
1
／
3
】

　
　
　
　
　
　

9
時
〜
17
時

◦
問
合
せ
先

　

新
庄
市
健
康
課
健
康
推
進
室

☎
22−

2
1
1
1

排水設備工事責任技術者
　　　　　県内統一試験

◎日時　11/16（日）13：00～15：30
◎会場　山形ビッグウイング
◎申込　9/1（月）～30（火）
◎講習会　希望者を対象に受験
　　　　　講習会を開催します。
□申□問	 役場地域整備課上下水道係	

275−2102

警察相談専用ダイヤル
　警察では、警察相談専用ダイ
ヤルを設置して、様々な相談に
応じています。困っていること、
不安なこと、手助けの必要など、
何でもお気軽にご相談ください。
　警察相談専用ダイヤルは

♯９１１０
とダイヤルしてください。

やまがた結婚サポートセンター
出張登録・閲覧会

　登録会員同士がお相手を直接
検索できる「出逢いやまがた（1対1
のお見合い支援サービス）」です。
◎日時　9/13（土）、14（日）

10：00～17：00
◎会場　新庄市民プラザ
◎申込締切　9/10（水）正午まで
□申□問	 やまがた結婚サポートセ

ンター	 2023−687−1972

まちの保健室
◎日時　10/4（土）10：00～12：00
◎会場　ゆめりあ
◎内容　体脂肪測定、血圧測定、

健康相談、栄養相談等
◎申込・参加料　不要・無料
□問	（公社）県看護協会最北支部

事務局	20237−22−1111（620）

I N F O R M A T I O N

名月のプラネタリウム
◎日時　9/10（水）11（木）12（金）

18：30～
　※12日のみ19：30～の回もあり
◎会場　教育研究センター
◎参加料　無料
◎申込　9/5（金）8：30～☎で受

付開始（先着43名）
□申□問	 教育研究センター	222−1033

ＦＰフォーラム ｉｎ 新庄
◎日時　9/13（土）13：00～17：00
◎会場　ゆめりあホール・アベージュ
◎内容　①講演会13：00～14：40

 「避けられない介護、どう過
ごすシニアライフ」（先着80名）

講師：AFP認定者　清水彬氏
②個別相談会15：00～17：00
◦生活設計の立て方、家計

管理、生命保険の見直し
等（先着4組、予約要）

◎参加料　無料
□申□問	 NPO法人日本ファイナン

シャル・プランナーズ協会
山形支部	 20120−874−251

応急手当普及員養成講習会
◎日時　11/1（土）～3（月）

9：00～18：00（※講習時間24H）
◎会場　最上広域消防本部
◎内容　ＡＥＤの使用を含めた

応急手当に関する知識と技
能（心肺蘇生法・止血法等）
の体得と指導方法について

◎受講料　無料
◎定員　40名（先着順）
◎申込締切　9/30（火）
□申□問	 最上広域市町村圏事務組

合消防本部救急係	222−7521

山形県商工会等職員採用試験
◎採用予定数　若干名
◎応募資格　（初級）Ｓ60．4/2～

Ｈ9．4/1生の方
◎受付期間　9/17（水）～9/24（水）
◎試験日　第1次10/19（日）

※募集要綱詳細は、最寄の商工
会またはＨＰをご覧願います。

□問	 県商工会連合会総務課
2050−3540−7211

ふるさと奨学ローン
◎対象　大学・短大・高校・専門

学校等の学資資金、住居・
生活資金

◎融資額　1,000万円まで
◎金利　年2.50％～3.65％
◎返済期間　最長10年
（年1％程度の利子補給制度有）
□申□問	 東北労働金庫新庄支店
	 222−7151

成年後見・相続・遺言無料相談会
◎日時　9/20（土）14：00～16：00
◎会場　新庄市民プラザ
◎主催　（一社）コスモス成年後

見サポートセンター山形県支部
※事前申込み不要です。直接会

場においでください。
□問	 阿部進行政書士事務所
	 2090−2271−7309

大蔵村空間放射線測定結果

測定日
測定場所 大蔵小中学校

グラウンド
大蔵村保育所
グラウンド

赤松生涯学習センター
駐車場

沼の台保育所
グラウンド

肘折いでゆ館前
広　場

地上高 地上５０㎝ 地上１m 地上５０㎝ 地上１m 地上５０㎝ 地上１m 地上５０㎝ 地上１m 地上５０㎝ 地上１m
平成26年
8月18日㈪ 測定値 0.05 0.05 0.06 0.05 0.06 0.05 0.04 0.04 0.04 0.04

今
月
の
役
場
窓
口
延
長 

17
日（
水
）・
30
日（
火
）午
後
7
時
ま
で

今
月
の
納
税（
納
期
限
９
月
30
日
）、固
定
資
産
税（
第
三
期
）、国
民
健
康
保
険
税（
第
三
期
）

※
納
期
限
ま
で
忘
れ
ず
納
税
し
ま
し
ょ
う
。口
座
振
替
の
方
は
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

法務局休日相談所
○日時：10/5（日）10：00～16：00
○会場：ゆめりあ
○相談員：法務局職員・公証人

司法書士・土地家屋調査士

法務局夕方相談所
○日時：１０/７（火）１７：15～19：00
○会場：山形地方法務局新庄支局
○相談員：法務局職員
※登記・供託手続、隣地との境界
等の相談で、予約制・面談です。

※予約は10月3日（金）まで。相談
は無料です。法務局新庄支局に
お電話ください。	222−7528

翠明荘秋祭り

皆さんふるってご参加ください！

○日時：9月27日（土）
　　　　　12時から14時45分
○場所：翠明荘駐車場

金魚すくいも
あるよ!

2014

（7月16日～8月15日届出分）

お誕生おめでとう
 地区	 　お名前 （保護者名）
赤 松	 五十嵐豪

ごう

毅
き

くん	（ 慎 ）
合 海	 小林　蓮

れ

生
お

くん	（大輔）
白須賀	 國分菜

な

奈
な

子
こ

ちゃん	（ 崇 ）
合 海	 松田常

じょういちろう

一朗くん	（桂一）
藤田沢	 鈴木　璃

り

子
こ

ちゃん	（弘幸）
合 海	 髙橋　音

ね

心
ね

ちゃん	（ 司 ）
滝の沢	 門脇　叶

と

羽
わ

くん	（昌志）

お悔み申し上げます
 地区	  お名前（年齢）	 世帯主
合 海	 皆川　昭子（86）	 圭　二
肘 折	 松井チヨウ（98）	 高　紀
鍵金野　加藤　　廣（79）	 廣　

○届出の際に、掲載希望の確認
を行っています。窓口にお申
し出ください。

戸籍の窓

　国道458号歩道設置工事に伴い、陸羽西線升形駅・羽前前波駅
間の本合海踏切を拡幅するため、平成26年9月20日〜11
月20まで全面通行止めとなります。
　なお、迂回路は本合海踏切の新庄側にあります下馬踏切とな
りますので、そちらを通ってくださるようお願いします。

全面通行止めのお知らせ

�問合せ先 �
最上総合支庁建設部

道路計画課 ☎29-1402

q測定方法:地上50㎝と1mの高さで測定しました。 q測定機器:シンチレーション式サーベイメータ
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ほたる火コンサート
フォト集

四ヶ村棚田
2014

ホームページ 検索

　
こ
の
催
し
に
は
、地
元
の
方
々
だ
け
で
な
く
た
く
さ
ん
の
方
が
参
加
し
、

ほ
た
る
火
づ
く
り
は
も
ち
ろ
ん
、当
日
は
ほ
た
る
火
の
設
置
な
ど
の
準
備
、

翌
日
の
後
片
付
け
と
朝
早
く
か
ら
長
時
間
か
け
て
携
わ
っ
て
く
だ
さ
り
、

皆
さ
ん
の
支
え
の
お
蔭
で
、
今
年
も
会
場
に
訪
れ
た
す
べ
て
の
人
に
感

動
を
与
え
て
く
れ
た
ほ
た
る
火
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
実
行
委

員
会
を
始
め
地
元
の
皆
さ
ん
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
運
営
に
大
活
躍
だ
っ
た

大
蔵
中
学
校
１
年
生
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
棚
田
の
風
景
は
、
様
々
な
人
が
関
わ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
美
し
い
棚
田
を
大
蔵
村
の
誇
り
と
し
て
、
次
世
代
に
引
き
継
い

で
い
け
る
よ
う
、
地
域
を
超
え
て
協
力
し
合
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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